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62修士論文要旨

M&A 後の戦略的統合の成功要因

磯辺	剛彦 坂下	玄哲

辻花	龍吾80930733

浅川	和宏

近年、海外市場でのシェア拡大、新興国への進出といった

成長戦略の手段として、日本企業のクロスボーダー M&A が

増加すると同時に、様々な業界において飽和状態の国内市場

では、経営基盤の強化を目的とした M&A が数多く実施され

ている。しかしながら多くの企業が M&A を実施後、様々な

問題から企業統合に苦戦をしている状況といえる。多額の金

額を M&A のために費やしながら、経営計画上期待されてい

た効果が得られなければステークホルダーから厳しい目を向

けられることは間違いなく、M&A 実施両社間の円滑な統合

が必要不可欠である。

既存の M&A に関する論点は、その後の統合よりも財務パ

フォーマンスに焦点を当てるものが多い状況といえる。また、

統合においてトップマネジメントのリーダーシップ、従業員

のモチベーション、現場のコミュニケーションといった点が

重要であるとの議論はあるものの、その影響度や統合の成功

要因が十分に明らかにされているとはいえない。

そこで、本研究は、M&A 後の統合フェーズにおいて、様々

な要因が統合の促進に与える影響を実証的に検証することを

目的として行った。

上記課題を解明するために、本研究では M&A 実施企業

396 社に対するアンケート調査を行い、回収した調査結果を

もとに記述統計、因子分析、重回帰分析等の統計分析を行っ

た。

調査の結果、統合の成功のために従来重要であると考えら

れていた、「トップマネジメントのリーダーシップ」「両従業

員の関係・信頼」「従業員のモチベーション」といった抽象

的な要因よりも、「従業員の知識吸収能力の向上」「双方向の

人事交流」「ビジョン・目標の共有」といった具体的施策が

実行可能な要因が、統合の促進のために重要であるというこ

とが分かった。


